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1. はじめに 
Grid 技術は、近年急速に普及してきた。しか

しながら、実際に Grid を使用しようとすると事

前調査や準備などにかなりの労力を費やさなけ

ればならない。本研究では、Grid 技術を使用す

る上でデファクトスタンダードとなっている

GlobusToolkit[1]について、そのセットアップ

から実際に使用を開始できる状態にする際に使

用するセットアップ用 GUI アプリケーションと

解説ドキュメントを開発することにより、

GlobusToolkit のセットアップを支援することを

目的としている。 

 

2. GlobusToolkit 
GlobusToolkit は、資源管理やセキュリティ、

通信などの Grid における基本的なサービスを実

装したツール群である。GlobusToolkit を使用し

てのグリッドコンピューティング[2]は、これら

のサービスを利用する事によって成り立ってい

る。 

GlobusToolkit を使用しようとすると、まず最

初にセットアップの際にとまどうと思われる[3]。 

セットアップの流れを示してみると、下記の

ようになる。 

z セットアップ先ディレクトリ作成や環境
変数の設定などの事前準備 

z GPT のセットアップ 
z GlobusToolkit の各パッケージセットアッ
プ 

z gpt-postinstall と setup-gsi の実行 
z globus-user-env の設定 
z 各証明書の設置 
z gatekeeper を root で動かせるように設定 
z grid-mapfile の記述 
z GridFTP の設定 
 

 

 

 

 

 

このように、GlobusToolkit のインストールで

は Linux における rpm ‐ivh や make install な

どの通常のアプリケーションのインストールと

同じ方法ではなく、多くのステップを必要とす

る。 

よって、GlobusToolkit を使いやすくするため

には、セットアップ手順の簡略化は必要不可欠

であると思われる。そこで本研究では、

GlobusToolkit のセットアップを支援するアプリ

ケーションと解説ドキュメントを開発し、それ

らを使用することにより、セットアップ時の操

作の簡略化を目指した。 

 

3. セットアップ支援システム 
3.1 開発言語 
本システムを開発する際に、今回はプログラ

ム言語として Tcl/Tk[4]を利用した。Tcl/Tk は、

簡単に GUI プログラミングが可能なスクリプト

言語で、数行のコードを書くだけで簡単に GUI

部品を作り出せる。Tcl/Tk は多くのプラットフ

ォームに移植されているので、ほんの数個のコ

マンドさえ知っていれば X-Window 上でも、MS-

Windows 上でも、Macintosh 上でも GUI 部品を出

現させることが出来る。 

shell スクリプトや Perl でセットアッププロ

グラムを書くことも出来るが、本研究の目的は

主に Globus 初心者向けにセットアップ支援を行

う事であり、GUI の方がより望ましいと判断した。

このような理由から、本研究では Tcl/Tk を使用

して開発を行った。 

 

3.2 支援プログラム 
本研究では、GUI による GlobusToolkit のセッ

トアッププログラムを Linux 上で開発した。こ

のプログラムは、GlobusToolkit2.0 を対象とし、

環境変数の設定、GlobusToolkit をインストール

するためのユーザの作成、インストール先ディ

レクトリの作成、各パッケージのセットアップ、

各種証明書の設置支援、インストール後の更な

る設定などを行う機能を備えている。プログラ

ムを起動して最初に表示されるウィンドウを図 1
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に示す。 

本プログラムは Tcl/Tk にて作成されているの

で、実行する際には Tcl/Tk の実行環境が必要で

ある。実行環境さえあれば、簡単に起動する事

が出来る。 

インタフェースの設計としては、近年、WWW が

かなり普及していることから、GUI 部品は HTML

でよく使用されているボタン・ラジオボタン・

チェックボックスの 3つを使用して作成した。 

初心者にも分かりやすいように、複数ページ

に分けて、各ページを順にこなしていけば最後

までセットアップが出来るように配慮した。一

部を除きユーザが設定を変更したりする必要は

無く、「実行」や「Install」のボタンを押すだ

けで推奨される設定にてセットアップされるよ

うになっている。 

ただし、今回作成したプログラムを使用して

も一部の動作は手動で行う必要がある。今後の

課題として、これらの自動化を考えている。 

 

3.3 解説ドキュメント 
本研究のもう一つの柱として、作成したセッ

トアッププログラムや GlobusToolkit そのもの

に対する解説ドキュメントを作成した。汎用性

を考慮し、HTML で作成している。作成したもの

は、次の URL に掲載してある。 

http://www.teu.ac.jp/media/onnet/globus/ 

 

4. 動作実証 
本研究で作成したセットアッププログラムを

使用し、実際に VineLinux2.1.5 がインストール

されているマシンで動作実証を行った。セット

アッププログラム、インストールされた

GlobusToolkit 共に所定の動作をする事を確認し

た。 

 

5. 結論 
本研究ではセットアップの簡略化を目指し、

Grid 初心者にも簡単にセットアップが出来るよ

うに支援プログラムと解説ドキュメントを作成

し、一応の目的は達成した。ただし、力不足の

面もあり、本研究のプログラムのみでは全ての

作業を行う事が出来ない。このことを勘案して、

今後は本プログラムの改良を行う予定である。 

具 体 的 に は 、 認 証 取 得 の 自 動 化 、

GlobusToolkit のバージョンアップにあわせた変

更点への対応、多数のマシンを同時にセットア

ップする機能の導入、grid-proxy-init 等のコマ

ンドを実行する上で必要となるパスワード入力

への GUI で の 対 応、インストール後の

GlobusToolkit の動作確認機能、Globus 上で MPI

アプリケーションを動作させるための MPICH-G2

のセットアップへの対応などが考えられる。 

 

 

図 1:支援プログラム実行画面 
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